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個性を伸ばし自ら学ぶ力を育てる
選択数学の実践とその考察

1年間にわたる調査学習「数学のルーツをさぐる」
の実践を通して

1はじめに

21世紀を生きる生徒にとって、一生涯に渡って学んでいこうとする意志・態度を身につけること

は、知識や技能を習得することと並んで大切である。日々刻々と成長する社会において、いかなる

状況においても主体的に取り組める力(生きて働く力)をつけさせてやりたいものである。一方我

々数学に携わる者にとっては、できるだけ数学の良さ・楽しさに触れさせながら、できうれは将来

数学もしくは数学を活用しながら生きていってくれる者がより多く敲姓することを願っているもの

である。

私は本校の卒業生であるが、生涯の学習力の基礎を培ってくれたのが中学生時代であったと思、つ

ている。当時は現代化が叫ばれ九時期であり、数学で言えば集合論や位相の基礎まで単元として入

り込んでぃたし、内容も現在より高度であっナこ。本校の過去の研究物を紐解いてみるとその当時の

研究の方向がよく見えるし、改めて時代の移り変わりの変化の早さをかいま見ることができる。現代化

の流れは様々な弊害を呼び、昭和53年並びに平成ケ¥手と、2回の学習指導要領の改定を経て現在に至

つている。

私は東京理科大学で数学を専攻したが、学内での他学科(理学・工学・薬学分野)での数学の活

用は想像以上のものがあった。おそらく多くの一般企業では技術開発やシステム開発において数学

を活用しているはずである。このように理系の多くの分野の基礎としてある数学は、その多くの分

野より常に先に進んでおく必要がある。数学の研究者はいつもそのことを念頭に日夜研究に励むの

である。その際、多くの先行研究を読むが、洋書を読むことが多い。外国語、特に読む力は必要不

可欠である。

大学に入るといかに自ら学ぶ力が大切かがよくわかる。私の六学では3年次からゼミがあり、我

が恩、師である微分幾何学の大家、佐々木重夫先生がいつも言われていたことがある。それは「断占

の道は厳しい。いかに柳艮まで追究したか、その程度が私にはすぐわかる。高い次元から深く追究

しなさい」と。この教えは、現在の私の数学研究や教壇に立ち数学教育に携わるときにいつも頭か

ら離れない。私の友人は、あまりにも浅い追究のため3回もゼミのやり直しを命ぜられ九ことがあ

る。しかし、私が思うに、概して理系の学生はよく勉強すると思う。それは理科大力揃身の物理学

校以来伝統の留年制度をとっているからと言うよりも、理系の学問の高度さから、自ら学んでい

かざるを得ないことによると思う。現に私の多くの友人は理系の大学に進んでい九が、黙々と勉強

していナこ。

西 田 修
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もうーつ、日頃感じていることがある。それは中等教育のあり方である。突き詰めて言えぱ受験

体制である。特に普通科高校の詰め込み教育には大変疑問を感じる。いわゆる、山を登ること、の

みに全勢力を注ぎ、いわゆる、景色、が見えていない。何か大事なものを失わせている気がしてな

らない。私は、昨春卒業した生徒に対し、、詰め込まれても余力を残すように、と話した。余力と

ば創造力、のことである。そんな中で、数学や物理の分野での飛び級の話や、1教科でも優れ九

学生を入学させる大学が登場したのは誠に結構なことだ'と思う。

随分前置きが長くなってしまっナこが、以上戈_卞べ九ような様々なことを考え、新指導要領に登場し

た中学3年における選択教科としての数学について考えてみたい。

西 田

1研究の目的

個性の伸長を図るために、今までのように学習の内容・学習の方法の両方を教師が決定すること

をせず、いずれかを生徒の意志により選択させてみることの重要性が盛んに叫ばれるようになって

きている。その具体的な方法としては教科内選択学習と教ネ斗問選択学習が考えられる。このうち、

薪斗間選択学習とは、かなりまとまった時間(1畔間~35噺胡)を学級の枠をはずして生徒にまか

せるものである。平成元年3月に提示された新学習指導要領により、中学校3年に、外国語を除く

教手斗間選択教科を設定してもよいことになった。従来の義務教育段階での同一内容を均一にという

画一化の発想から丁歩抜け出て、個性に対応した生徒の自主選択幅の拡大をはかろうとしたものと

考えられる。選択数学も、その一貫として設定することが可能となっナこ。

しかしながら、各学校の選択数学の取り組みは、必ずしも満足のいくものとは言えず、また、指

導法などについても苦慮されているものの、その打開の九めの研究とか調査もあまりなされていな

い現状である。

そこで、この研究は本校の選択数学の実態を探ることにより、今後の中学校の数学科としての選

択数学の指導のありかたについて、その基礎的資料を得る九めに行うものである。選択数学に関し

て、履修した生徒を対象にして実施した調査を分析し、生徒の意識の変化を調べ、それによって、

情意面から指導効果を分析することを試み、かつ、将来の選択数学の指導法改善に関する方策を樹

立することを目的とし九ものである。この研究によって、学ぶ力を育てる選択数学の指導法を確立

するための手掛かり力町与られ、その意義は大きいものになると考えられる。

修

Ⅲ研究の基盤

1.本校におけるこれまでの「選択数学」実践の経過

本校では、平成元年度の後半に初めて、數育課程に位置づけて選択数学の試行実践を行ってぃ

る。この実践は今後の中学校での選択数学の授業を改善・充実するための参考資料として、指導

内容・指導方法の観点からその問題点を明らかにすることをねらいとして実践しナこ。

この年度は後期から希望調査等を開始し、実際の活動は巧時間程度であっナこ。数学科の私以外

の教員2名で担当した。「'、かめよう数学」というテーマで、自由研究・発展学習・補充学習等
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様々な活動をするということで希望を取っナ、そのため、非常に多くの生徒が希望した。調整し

て、最終的には41名の者力數学を選択し九。初めに一人一人にどんなことがしたいか個人面接を

行っナこ。その結果26名は今学習していることの補充的な内容を希望しナこ。その26名をAグループ

として1人の教員が担当し、一人一人の希望に応じて、教師と生徒で相談し、学習する本や資料

を決め、個人個人で進めさせた。指導教師は資料準備、個別指導に当九った。具体的な例を挙け

てみると、文章題の立式にっいて・立体の切断にっいて・放物線の問題にっいてなどである。時

期的に高校入試のことがあり、生徒にとってはその対策的傾向が強くなってしまっナこ。進度.題

材が自由であることや自分でやることを決めたためよく集中し、力をっけた生徒が多かった。し

かし、 1人の指導者が26名の個別指導をすることにはかなりの無理があった。

残りの15名をBグループとしてもう1人の教員力斗旦当した。15名は次の5つの班に分かれて、

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

学習を進めた。各班とも、積極的に取り組んだ

が、資料の収集に生徒では限界があっ九。例え

ば、 B班など自分たちでガロアの本を読み進め

ようとしたが、難解で行き詰まり、いっまで九

つても高次方程式は解けるようにならないので

ある0 したがって中学生にも理解できるように1三導者'が単元榔且み、与えていかざるを得なくなっナこ。
2.実践して明らかになった問題点等

この年度を反省してみて、次のような点が明らかになった。

.選択の時間では、普段の授業では受け身の生徒でも主体的に前向きに取り組む様子がうかが
える。

.一人一人の希望を活かすと教師側の手が足りなくなる。

.題材によっては、生徒の力では進めていけない。

.方法を工夫しないと内容が変わるぶんの準備を梯而がしなくてはならないその際の教師の
労力は莫大なものになる。

.お互いの学習したもの力注徒間の共有のものにならない。

.自主的に先を見通した計画を立てさせないと、教師力牙註の時は進まない

・統一行動が取りにくい。

A班

B班

C班

D班

E班

バソコンで円周率を求めよう

高次方程式を解こう

数学ハ吹、ノレに挑戦しょう

円を使った難問に挑戦しょう

放物線を使った難問に挑戦しょう

ま北、こa麻度は手探りの状態での試行的実践であっ九ために、問題点の究明という点では一応

の成果を挙げたと思われる。ただ、実践資料が残っていないために、研究の視点として次のよう
な点の不明確さが浮き彫りになった。

.選択数学のありかた自体にっいて、生徒の生の声がないため、評価ができない

'選択数学の授業を通して、生徒がどれだけ学ぶ力がっいナこの力功導細できない

'選択型学習にとって最も大切な視点である、個性と創造性の変容が見えない。

.生徒の数学的な見方、考え方の伸長を評価できない。
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Ⅳ研究のねらい

本研究は、平成:ラ己年3月の新学習指導要領に初めて登場しナこ中学3年に於ける「選択教科として

の数学」をどのように展開しナこらよいのかという課題にっいて、本校で半年間試行し明らかになっ

ナこ問題点を改善するために、 1年間「数学のルーツをさぐる」という統ーテーマで、初めに各自年

間三圃を立て、発表会や著書作成をも取り入れ九個メJ旦求型の調査学習を組むことが、生徒の子ぶ

力や個性を伸ばすのではないかということを、事前・中間及び事後の3回の自己評価による個の変

容により検証してみようとしたものである。

西

V 研究仮説

1.基本仮説

学習者の意識の中に調査学習の必要性が自覚され、学習の方法や内容が深く理解されるような

選択数学の学習指導が1年間継続して展開されれば、生徒の学ぶ力が月ち、個性は伸は'される

であろう。

2.作業仮説

①題材として生徒にとって身近な中学校数学の単元毎のルーツを取りあげれぱ、生徒が意欲をも

つて選択数学を希望、選択するであろう。

②年度当初に肝胡の計画を立てさせたり、毎時間ごとに自己評価させる場面を意図的に設ければ、

その都度振り返る力を培い、計画を軌道修正しながら、計画性のある学習ができるであろう0

③年度途中にHeanng 発表会を設定すれば、互いの追求を知り、励ましあっナこり批判し口い

ながら、以降の学習意欲が増すであろう。

④調査の倒砦で統一行動を取れる時問を数時間設定すれぱ、ナこくさんの資料を収集でき、主体

的に調べられるようになるはずである。

⑤著書を目的をもって執筆するという共通目標をもって追求を継続させれぱ、困難に立ち向か

う根気強さが培われると同時に、内容のより深い理解の上に立った課題をみっけるであろう0

田 修

Ⅵ研究の方法及ぴ対象

1.研究対象

①研究実施校・学年・人数及び授業担当者

島根プぐ学教育学部附属中制交・第3学年選択数学履修生徒・17名'西田修

②研究実施期問

平成2年4月23日~平成3年2月25日

2.研究方法

①研究に用い九目標分析表及び学習計画
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ア、目標分析表

谷 体験

個性を伸ばし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

数学のノレーツ

をさぐる体験

能力
0知識・理解10技能

基礎・基本

①3年数学の

未習単元の

__1既要_を知る。j

Ⅱ月

ノレ

学

B分析債料の

分類)をする

②年間授業ヨ十画を見ながら、

自分の学習計画立てようと

する。

③図書館等に通うことにより、

多くの資料に触れ、より良

い資料を取捨選択し、でき

るだけたくさん収集しょう

とする。

び 方

C構想を立てる

体験

日

@3年の内容も面白いなあ。

⑤これからがんはるぞ。楽しみ
だ。

⑥できるだけたくさんの資料を

集めるぞ。

@結構たくさんの本があるなあ。

すごい。

⑥案外難しい本力ゞ多くて選び出

すの1含大淘ごな凌』困ったなむ

①もっとたくさんの本を調べて
み九いなあ。

(選)に同じ)@

情

昌目 J['、

④発表会1に参加することに

より、資料収集の検討をし、

今後の追求に活かそうとす
る

⑤収集し九資料に目を通しな

がら、資料の特色や内容に

より分析・分類しょうとす

る。分析の中から自らの課

題をみつけようとする。

⑥分析・分類をし九資料をも

とに、まとめる内容につい

て構想、を立てようとする。

⑦発表会1に参加することに

より、構想の再検討をし今

後の追求に活かそうとする。

※特別版~大阪啓林館

2日(金)①、 17日(二抄②、

29日(木)②

12月

◎まとめる体験

月

.

意

態度

施

10日絹)②、 17日明)②

1月

5月

イ、学習計画(全35時間)

今年度の選択数学の実施日及び時数(0で示しナこ)は下表の通りである。ただしこの中には4

月23日明)実施の選択教翆恰同説明会と生徒希望調査の時間(2時間)は含まれていない。ま九、

進行計画は生徒一人一人により異なるが、年度当初の計画を立てさせる段階であらかじめHeanng

月

10日明)②

16日(火)②、

29日明)②

7日絹)①、 14日明)4)、

21日明)①

2月

10月

実

⑤九くさんの資料を分類するの
は大変ナニ

Φ面白い課題をみつけナこぞ。

(中間発表会)の時期

内容について提示し、第

1回:9月17日(月)、第

2 回:11月2日(金)から

実施を見通した計画を立

てさせるように酉e慮した。

6月

日

⑧構想をもとに、原稿にまと

めようとする。

⑨できあがった冊子を目にし

ながら、今までの追求を振

り返ってみようとする。

14日明)②

18日明)②、 25日偶)①

①どんな'、うにまとめていこう

かなあ。

⑱なるほど、みんながんぱって

るなあ。 A君のこういう意見・

B君のこんな取り組み、参考

になっナこ。こういうとらえか

ナこもできるんだ。よし活かし

てみよう。

①原稿にまとめるのをがんはる

ぞ。

@1年間がんは'つたなあ。また

り戯しナこい。

⑥ここをこうす才Uまもっと良か

つ九なあ。

4日(月)①、 11日明)②、

25日明)②

7月

施

8月

8日(月)②、

22日(月)②、

実

妬

10日(火)②、 16日明)①

9月

ツ
を

一
の
る

.

鷲

さ
ぐ
る

数
学
の



噺釘 目標

3

学 習

は

①②

西

活

選択数学ガイダンス

じ

動

田

3年数学未習単元の学習

め

②⑥

④③@@

⑥①

④@

単元名を決定する

追

修

求

学習計画を立てる

の

追

数学のノレーツをさぐ
る追求の場
~生徒一人一人力ゞ最
も希望する中学校数
学の単元のノレーツを
追求~

場

Hearing (中問,を表会) 1

末

⑱⑤⑥①

CH

留

・初めての顔合わせなので自己
紹介を和やかにしナこい。

・i到そ数学の概要は既に合同説
明会時にプリント1ごて知らせて
いるが、あらナこめて概略を話す。

・事前アンケートを取る。内容
は数学を希望し九動機、選択
数学に期待しているものなど。

・平方根以降確率と標本、調査ま
での概略(エキスのエキス)の
説明を7斉授業で3時間持つ。

・単元名は最も希望する単元名
とする。複数同単元でも追求
の内容、プロセスに違いが出
るので問題としない。

・計画を立てる際の留意点は上

述(P45)の通り。単j諸、目
標も=己入させる。年問授業予
定日も揚示する。

・計画表は自己評価表と・→本の
もので毎時ル張に三己入。進行
状況、困っていることに対し
教師のコメントをつけ返却。
生徒は自己の計画をその都度
判値修正する。

・県立、市立、島大附属図書館
に各^出掛ける。夏休みに
は啓林館へ(希望者)。島大

へは公文書願い。啓林館へは
計画割乍成。保護者承諾を得
る。啓林館へは事前連絡。

・中間アンケートを実施する。
(7月)

・発表会11とも,議し易いよ
うに原稿を^怖。まナこ聞き手
がメモを取れるようにプリ'
ト「発表を聞いて」を酉怖。
生徒が次時以降の追求に活力、
せられるように、その感泡Rを
提出させ個人男11に切り貼り、
生徒一人一人に渡してやる。

・発表会11ともVTR撮景三。
・発表会以降の追求状況調査を
する。

・分析からまとめる倒砦の進め
方の手引き(How to study)
を全員に酉飾する。

・まとめ(考俸)の原稿用紙を
配布する。

・出来上がっナこ冊子を目にしな
がら1肝占の努力・刺L跡を振
り返らせる。年度末アンケー
トを実施する。(2月)

NO
再調査(資料収集)

30 C⑥①

事

追

第1卿皆の追求の場

項

⑦⑱

求

1調査(資料の収集)
をする

追

Hearing (中問,毛表会) 1

求

CH

Ⅱ

第2脚皆の追求の場

NO

Yes

⑫⑧①

1分析(資料の分類)
をする

再構想、

第3倒砦の追求の場

⑨@@

Ⅲ構想を立てる

追

分析再調査

求

振

②事前・中間・事後調査

り

亙

返

お

る

わ

第4段階の追求の場

まとめる(執筆)

り

Ⅷ調査結果及び考察参照(P64~P73)
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Ⅶ 実際の取り組みとその考察

身近な題材の選択(昨年度の問題点をも踏まえて)1.

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

題材として生徒にとって身近な中学校数学の単元毎のルーツを取りあげれば、生徒が意欲をも

つて選択数学を希望、選択するであろう。

作業仮説①

羽浮習指導要領によると、選択数学においては生徒の特性等に応じ、課題学習、作業、実験、調

査などの発展的、応用的な活動等が多様に展開できるとある。しかもその扱いは各学校に委ねられ

ている。題材の選択にあ九っては、選択教科の設定の趣旨・選択数学のとらえ方、本校の選択教

科の開設方針・履修する生徒の実態、そして前年度の試行実践のル脹飾等を踏まえ、年度当初本キ嫌々

学科教官3名で十分検討の上、決定した。

その際、特に考慮した観点は次の点である。

①選択教科の設定の趣旨・選択数学のとらえ方から

★中学校3年という時期の1年間だけの実施であること(高等学校には現存しない点)

年問35時間の継続した実施を考慮する必要があること

★選択数学はあくまでも、教科間選択であること。本校の場合英語を除く8教科Ⅱ講座の中か

らの生徒選択であり、生徒が、開講するⅡ講座の合同説明会に参加し、その中から最も希望す

る講座(本校の場合調整により第2希望もありうる)を選択し、履修すること。

言い換えれぱ、同じ選択学習ではあっても、教科内選択のようにすべての生徒が選択学習す

るのではなく、希望する^の生徒が選択学習するという点

★選択教科という大きな枠組みの中でのーつの教科として選択数学があるが、選択教科の中の

数学というとらえか九と同時に、数学という大きな枠組みの中での必要感あ'、れた選択数学と

してもとらえたいという点(我々は年々の選択数学の実践を積み重ねる中から、内から涌きで

るような選択数学を構築していかなければならない)

②本校の選択教科の開設方針・履修する生徒の実態から

★本年度は8耕ヨ1選択の九め、数学は1講座開講することになっ九こと。(前年度は5教科選

択のため「深めよう数学」というテーマのもと2名の教官で2講座開講してぃる)

★選択教科は原則として、生徒をより良く理解している3年担当が受け持っことになっ九とい

うこと(本校は、数学の各教官が学年ごとに担当しており、諸事情を考えてみても、年間35時

問の選択数学を担当するのは、授業時数の少ない1年担当が妥当であるという考えもあった。

しかし、本校の場合、選択教科として講座数を増やし、充実する考えから、選択の時問の特号11

教室等の使用の問題・イ也学年の授業編成の問題もあり、 3年担当となった)

★履修する生徒は1講座当たり10~20名程度であり、将来理系の大学に進学するであろうとい

う予測(希望調査を取り調整の結果、実際に履修することになった生徒は17名であった。実際、

現在高等学校で理系に進んでいる生徒は17名中14名である)
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③前年度の試行実践の問題点等から

★前年度は前述したように、生徒一人一人が実に多様な学習活動を展開したために、様々な問

題点力注じてき九こと。

特に、①2名の教官で限られ九時間に履修し九生徒41名一人一人に関わる必要力注じナこが、

応じ切れなかったこと。

②そのための指導者側の準備を含めた労力は莫大なものになったということ。

③お互いの学習し九ことを共有する場が持てなかったこと。

④統一行動が取りにくかったこと。

そこで本年度は、
〔資料 1〕

西 田

前述した点を十分に

検討し九結果、「数

学のノレーツをさぐる」

という統ーテーマの

もと、個人追求型の

調査学習を実施する

こととしナこ。このテ

ーマは選択各教科の

合同説明会の際、提

示をし説明し九。

数学のルーツ(数学

の源の源)をさぐると

いうことは、数学に

面白さを感じている

者、数学に興味を抱

いている者にとって

知りたい、一度は追

求してみナこいテーマで

あろうと考え九。そ

れは、中学3年とい

う好奇心旺盛でしか

も選択繊斗で数学を

選択したい生徒にと

つてはなおさらであ

ると考えた。前述し

九ように希望する生

徒を対象とするか否

修

あなたの希望する窮座を2つまで週び1位、 2位まで書きなさい。

選択教科(8教科)

教科

3年【Z.)組(ノ)番氏名(j武'0 00

体育

2 国語

3

球技選択・レクレーションス*'ーサ遺択

平成2年4月23日

志望講座羽査用紙

講

家庭

4

国語研究会

技術

5

手づくりを楽しもう

座

美術

6

食品加工をとり入れた野菜栽培学習

音楽

7

名

創

音楽

8

器楽合奏の楽しさを探ろう

理科

る

9

歌う喜びを求めて

数学

0

自由研究をしよう

当教官

社会

数学のルーツをさぐる

村花原

あなたが、モの講座を 1位に志望した理由をできるだけくわしく述ぺなさい。

大人数

身近な地域の生活をさぐる

永島

女15

久我

理キκとミ、、夫、々の"弄閤廿ら、奇そ゛す 1こ.数!挙 L力、フ'、、、 t ん'{L3夫.熱て、、升・.
そして、A B'、フ・ 4:'.气ケ.先生、の二う瓢,人を..き"τ、 tう住'(員1゛ k き,,τι早"

望順

長沢

20

輿

24

藤凉

25

布野

30

'、告゛キ

高橋

25

西田

30

錦根

10

20

才

15

'立一

'
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かは大切な要因であるが、ここでは希望生徒を対象ということでこのテーマは意味あるものと考

え九。

ところで、数学のノい・ツといっても漠然としており、追求しにくいものである。そこで今学習している、

あるいは学習しょうとしている中学校数学の単元ごとのルーツ(たとえぱ方程式なら方程式のル

ーツ)をさぐることとした。単元ごとなら追求もし易く、しかも中学校で学習している内容にかか

わることなので身近で、しかも学習していることを活かせるという良さがあると考え、身近な題

材の選択に至っ九のである。

あなたが、モ.の謂塵を 1位に志望した理由をできるだけくわしく述べなさい
1式00'0、"

個性を伸ぱし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

数営1コ本J'越ヌエ?は,よい'ーンY こラ L、5π・'ン安マく 1ル.

いうグ}1弌.奧9ネをし夫のτ: yqCしマ引夫{、しt、,ス'
セ'ひ.数郭峨引で{、。そ祉'歴女1'6』",、熱じみ÷;'
φえ"、部倒k〒,マ研たいヒ尽、う、

〔資料2〕
オリエンテーシ.ン(合同説明会)全講座
についての意見

1.ノ」CO0/整数

氏名/単元名

2.武000/正の数・負の数

3.豊(X刃/平面図形

あなたが、モの講廐を 1位に志望した理由をできるだけくわしく述べなさい.
儒000

4.庄0(X)/平面図形

5.勝(X^/空問図形

6.野(X刃/連立方程式

フ.井0くX)/子等式

話力ゞ速かった。

8.宮(X)0,η匁形の調ぺ方

すばらしかっナこ。諸昇
力があっ九

9.伊(X)0^と合同

説明力群しくわかりゃ
かっ九

10.大(X)0,n図形と相似

とてもよかっナこと思い
ま

11.原(X)0/資料・の整理

12.松000/平方根

貳000

今B の盲沈日M伝迭胎ヒ1いてひ",くりし

たのは.先生六毛、一生けK4》と'1くんで,
おら次マ Uるヒいうこてで'或今、gn先蛤

の懲ミ気にまけプよい妄:、という気/之な'

た。今日の本矣優先生φ祈、ミ合んあ,

、たように弓会くこた元て"急夫いヒ思"ま

す.すヰ),てい会ヒき、お、しりカ、" n7て力L 71.ケ

t"・乏拠にモき.ける n くら 11,)先生ぢの巧、

6C3セ.らな会1'方ぞを{1 て 1'て.金く弔き J

ニヒ,父'南リまセbで(ブそ、

0

13.田0(X)/g瞰

14.奥000/円の性質

月がわかりゃすかっ

うクしスライド伯HP
などをつかってわかり
やすく。

15.杉}(X^/円の性質

16.冨000/三平方の定理

結構することが決まる
と思っナこ

17.金0(X)/確率と標本調査

おもしろい話ですごい
なあと思ったので良か
つたと思う。私はあれ
で入っナこ。

二劼ゞ長かった。

いいことだと思う。

もっと簡潔にしてほし
かっナこ。

乙の

乙きビ
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〔資料3〕

⑤強い

実施日

☆教科を選択するときの理由
(教翆睡択にかかわる情報の参考虜

④やや強い③普通

:弓揃調査(5月21日)

事

G)オリェンテーシ.ンの先生の話

西

②友達の助言

③先生の助言

.^'.

月1」

④選択教科への自分の知識や経験

田

⑤選択教科への自分の向き・不向き
⑥

⑦

自分の性格・行動の特徴

⑧選択教科担当の先生の個性

自分の学習成績

査

⑨その他の情報

修

②やや弱い

(資料4 〕

①弱い

⑤

1.小000/整数

氏名/単元名

4

④

選択数学についての希望

内容・方法・時期・学び方・場所など

2.武000/正の数・負の数

【考察】

〔資料1〕をみると、

大変意欲をもって選択し

ていることがわかる。身

近な題材「数学のルーツ

をさぐる」を取り挙げて

妥当であっ九と判断して

よいであろう。

(資料2〕をみると、数学

に限らず、どの教科も熱D

に題材選択をしているこ

とを生徒は感じている。

(資料3 〕によると、

耕斗を選択し九ときの理

由として、オリエンテー

シ.ンの先生の話と、選

択教科担当の先生の個性

を最も多くの生徒力挙げ

ている。オリエンテーシ

,ンの時の話、突き詰め

ていえば、題材の取り挙

げ方がいかに大切である

かがよくわかる。ところ

で(資料3〕の中で、先

生の個性を多く挙げてい

るのには驚いた。私の日

頃の数学に対する姿勢な

り、生き様なりを感じ取

つてくれているのだと、自

負してよいのだろうか。

〔資料4〕の選択数学

についての希望をみると、

題材の選択については特

に挙がっていないが、大

変意飲的であることに注

目したい。

5

③

7

5

3.豊000〆平面図形

2

3

6

2

2

4.庄000/平面図形

9

5

①

0

3

5.勝000/空問図形

7

4

3

6.野000/連立方程式

5

4

2

3

2

9

7

3

◇好きな場所で調べたい。

◇書くときパソコン類を使い九い。

4

8

5

4

フ.井(X)0π"'、等式

4

◇日曜もやってほしい。

◇本の製作の具体的な例。

◇広く、本が近くにナこくさんある部屋。

3

7

2

2

8.宮(XX),4図形の調ぺ方

2

◇なるべく学校で。(家でなく)

◇予習授業をやってほしい。

0

9.伊(X>0/図形と合同

◇大学に自転車で行きたい。

◇早く終わっナこらハ玖、ル的なものもしたい。

10.大(XX)/1叉形と相似

◇自分ナこちで1貯丈る。

◇資料を使わせてもらいナこい。
◇いろいろな所で調べたい。

◇最後にはいろいろな分野を理解したい。

◇1年間をフルにいろいろなところでやり九い。

11原C刃0/資料の整理

13.田000/関数

14.奧000/円の性質

◇内谷

◇内容・Eも朔・学び方:このままでよい。

◇方法:数人でやっナ坊が心強い。

◇場所:図書館などを使うことはとてもよろし
いと↓,、う。

15.杉}000/円の性質

16.冨000/三平方の定理

17.金000/確率と標本調査

◇とに力Kテストとはずれていること。

◇図書室・図書館でやっナこらよいと思う。
◇':2~3人でもいいと煕、

◇才学までも車で行ってほしい。
◇パソコンを有効的に使う。

◇パソコンを有効に使う。

◇もう少し増やしてほしい。

◇いろいろな所に出掛けてほしい。

◇詰まっナこときにa塘がほしい。
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ただ、 1名だけ早く終わったらパズル的なものをし九いと記入している。実際には、できなかっナこ

が、来年度以降考慮すべき点であると考える。

また、ハ゜ソコン類の利用も多く挙がってい九。実際には、著書作成時に使用した。「効果的にバソ

コンを利用した~」という題材の取り挙げ方も来年度以降考慮すべきだと考える。

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

〔資料5〕

講座(教科)

2

国

3

社

4

数

5

理

学

6

器楽(音楽)

17名が希望した講座名(第0希望)

第1

さて、ここで参考までに、履修生徒決定までのいきさつについて、簡単に触れておく。

当初は第1希望の生徒のみを選択させるということで募集し、その時点では13名(内女子2名)が

第1希望で記入してい九。他附属のように、題材として折り紙を取りあげれば、圧倒的に女子が多く

なるであろうが、歴史的なことということもあって男子が多くなっ九。このことは希望し九男子の中

に、選択した理由としで歴史的なことなので、(資料1・19参照)と三己入した生徒がいることから

もわかる。ところが、講座により人数のはらつきがあり教科間で調整する必要力注じ、結局第1希望

の2名を他に回し、第2希望の6名を受け入れ、結局17名でスタートすることになった。(175名を

Ⅱ講座で単純に割ると1講座当たり16名となり、数学の人数は平均的であると言える。 4番目の人数

で国社数理の中では最も多い)九だ、第2希望として何人希望していたかは残念ながらわからない。

なお、履修し九17名が第1、第2希望に何を記入したかにっいて載せておく(資料5参邸)。これを

見ると第1希望で体育を、第2希望で理科を選択してい九生徒の多いことがわかる。

科

唱(音楽)

0

第2

0

11

0

0

講座(教科)

0

7

6

8

美

5

9

体育※ 2i蒜座

0

10

術

技

0

家

記入な

術

【個を活かし、個を伸ぱす手だて】

追求はあくまでも個を活かすという観点から、生徒一人一人が最も追求したい単元を1つ選び追求

することにした。グルーフ數名でということも考えら松〔資料4〕によると、数人でやり九いと2

名記入していたが、ここでは個を活かすために個人追求にしたわけである。17名が中学校数学全22単

元の中から1つ選択し九わけだが、当初予想した同じ単元に複数以上α注徒がか九まるということも

なく、わず力吃単元が2人ずつになっただけで、学年ごとの偏りもなかっ九。もちろん複数同単元でも、

追求内容・追求のプロセスに違いが出るので、問題としない。(資料6参照)

選択教ネ斗は、いかに個性を伸はせたかとか、情意面での評価が問題となってくる。そこで、事前

中間及び事後調査により、個の変容にっいて検証してみた。詳しくは、Ⅷ調査結果及び考察(P64~

P73)をと覧いナこだきナこい。

第1

庭

汁

し

0

第2

6

0

0

0

17

2

0

0

17
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〔資料6 〕

希望する単元名(第0希望)

単

1.整数

2.正の数・負の数

名

3.文字の式

第1

西

4.方程式

第2

5.変化と対応

田

第3

6.平面図形

担当者名

0

0

0

小0

フ、空間図形

2

0

修

0

武)

8.式の計算

0

0

氏名/単元名

0

9.連立方程式

単元(第D を希望した理由

0

1.小000/
整数

0

2

10.一次関数

0

0

Ⅱ.不等式

2.武000/
正の数・負の数

2

0

豊0・庄0

12.図形の調べ方

2

0

誰も選んでいなかっ九から。

滕)

13.図形と合同

3.豊000/
平面図形

0

0

0

最初は先生に薦められて選んだけ
ど、よく考えてみると最もキ艮本的
で中学に入って最初の驚きが負の
数だったので選んだ。

14.図形と相似

0

0

4.庄000/
平面図形

野0

15.資料の整理

人類が初期の頃砂に書いたりした
のが平面図形であり、(言葉がな
い時代数や物を表す)とても古い
歴史がありそうだから。

16.式の計算

5.勝000/
空間図形

0

0

井0

17.平方根

0

6.野000/
連立方程式

3

宮0

18.2次方'程式

楽しそうだから。

3

0

フ.井000/
不等式

伊0

19.関数

0

おもしろそうだから。

0

0

幼.円の性質

六く)

8.宮000/
図形の調べ方

0

先生の薦めもあり、誰も選んでな
かっナこので。

0

21.三平方の定理

原0

9.伊000/
図形と合同

2年生のときから不等式には興味
があったので、やってみようと思
つ九から。

0

訟.確率と標本調査

0

10.大000/
図形と相似

0

松0

図形は数学の中であまり計算がな
かっナこので。

0

0

2

記入なし

11.原000/
資料の整理

0

図形の奧深さに感動させられ九か
、つ0

田0

少し授業でやってみておもしろい
かなと思ったから。

12.松000/
平方根

3 奥0・杉}0

計算より図形の方が好きだから。

2

13.田000/
関数

5

0

冨0

かなり見易く、深くしても偏差値
なので。

0

2

17

14.奥000/
円の性質

金0

2

授業でおもしろそうだっナこし、と
ても興味がもてたから。

17

15.松(^0/
円の性質

17

蕪錫f飴誘膝那郭

16.冨000/
三平方の定理

つてみナこい。

幾何学が好きだから。

17.金000/
確率と標本調査

ピタゴラスが調べ九ことでやって
み九かっ九から。昔を調べたい。
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2.年間を見通した学習計画を立てる。

個性を伸ばし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

「数学のルーツをさぐる」は1年間を通しナこテーマである。年間を通し35時間(2時間連続を含

めて20回)の実施なので、まず年間の授業計画及び後に触れるHeanngにっいて提示し、年度当

初に1年問を見通した計画(目標0ねらいを含む)をしっかり立てさせナこ。(資料8参照)なお、

生徒の挙げ九目標・ねらいは、生徒一人一人により内容的に関するもの、方法面に関するもの、両

方を挙げたもの等、様々であった。(資料7参照)

前年度の試行のときは、計画がないため、行き当たりは'つたりの指導となり、教師不在のときは

自う准で進めないという事態に陥った。本年度、実際には私が不在となったことはなかったが、選

択教科はⅡ講座同時開講、かつ時間割編成上、授業の空いている教員がほぼ皆無である。万が一教

員不在の場合でも生徒が自主的に進められるという意味においても、計画を立てることは大切であ

ろうと考えた。

さて、この計画表は、生徒が毎時問後に書く自己評価表と一体になったものとした。しナこがって、

その都度生徒が計画を軌道修正することができると同時に、生徒の感想に対し、指導教官がコメン

トを書き添え、次の時間の初めに返してやることにより、生徒へα麺切なアドバイス、激励ができるも

のとした。実は、この自己評価表は本校の数学で常時使用している自己評価表を少し改良し、作成

したものである。(資料8参照)

【考察】

計画を立て、目標・ねらいを記入し九のは6月4日であった。計画性をもって、かっ目標・ねらい

をもって取り組むのは、何事においても大切であることは言うまでもない。

今回作成した計画・反省表は、計画をその都度修正できる良さがあっ九。(資料8〕に取り挙げ九

生徒に限らず、どの生徒も毎時間ごとにその時間を振り返り、計画を修正していナこ。全員が毎時間計

画表をヨ己入し、選択数学終了まできちんと計画・反省表を提出し九。学習計画の欄は計画通りに進ま

ない時はその都度修正してい九が、 Hearingの時期を見通し何と力晴十画通りに進めようとする姿が

見受けられた。以上の点にっいては、〔資料8〕に取り挙げた生徒の年度途中の計画・反省表が本校

第33回研究発表協議会発表要項P49に掲載されているので、〔資料8〕と比較してぃナこだくとよくわ

かる。長期的な展望をしながら現在の自分をみつめる自己評価は、先生からのアドバイスも効果的に

働き、励みになっナこようだ。
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〔資料7 〕

氏 名

小000

西

2

単

武000

単

田

3 豊000

名と目標

整数

4

名

庄000

正の数・負の数

修

5 勝000

平面図形

6.野 000

しっかりとノレーツをさぐる。

ね

平面図形

目

7

正の数・負の数を追求する。

井000

空間図形

樮

い

8.宮 000

平面図形の過去をあは'く。

連立方程式

9

ね

平面図形の歴史を知る。積極的にする。

伊000

不等式

10

空間図形の本質を掘り下げてみよう。

大000

図形の調べ方

Ⅱ

い

きちっとテーマを決める。

原000

図形と合同

12

ーつのことを最後まで投げずにがんばる。

松000

図形と相似

13

図形の調べ方とは何か追求してみる。

田 000

資料の整理

14.奥 000

根気よくする。

平方根

15.松 000

図形の相イ以のルーツをさぐろう。

関数

16

資料の世界を追求する。

円の性質

17

000

平方根をみんなにわかりゃすいようにまとめる。

金 000

円の性質

関数のルーツを探り、実際の生活や社会との関連を
見つける。

三平方の定理

自分で進めて学習、収集をする。

確率と標本調査

円の世界を広げ円の根源を見る。

根気強く資料収集し、まとめる。

確率のルーツを探り、確率の根源を見る。
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(資料8〕

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察
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3.お互いの学習したものを共有できる場の設定

年度途中にHearing 発表会を設定すれば、互いの追求を知り、励ましあっナこり批判し合いな

がら、以降の学習意飲が増すであろう。

イ乍業仮説③

1

初めに調査(資料の収集)をし、次にそれを分析(資料の分類を)し、構想を立てて最後にはま

とめるという手順で進めるのであるが、年度途中でHeadn三(中間発表会)を2回持っことにし

九。というのは、平生は個人追求のため、互いの進み具合・内容・方法等について共有する場がな

いためである。後でも触れるが、こういう Hearingが持てるのも統ーテーマならではといえる。

発表会を持っことで、互いの追求にっいて知ると同時に、自分の追求に他人の追求(内容・方法)

を活かしたり、自分の追求を是正したり、他の人に助言し九りすることができ、互いの励みになる

であろうと考え九からである。(実際には発表会時に互いに感想を書き合い、互いに交換できるよ

うにもしナこ)

1回目は分析には入る前の段階(9月17日)、 2回目はまとめに入る前の段階(11月2日等)に実

施した。ところで、それぞれのHea"ng の実施には意味がある。 1回目は資料の収集が一応終わ

りかけ九段階であり、これで良ければ次回から分析に入る。不十分であった方法・内容について是

正すべきであれぱ、資料の収集を続行する。2回目は分析・構想立てがおおよそ終わりかけた段階

である。これで良けれはての後はいよいよまとめの段階に入る。不十分であれば、構想を立てる段

階、分析の段階、あるいは資料の収集の段階までバックし、検討を加える。ただ、全体では統ーテ

ーマといっても一人一人の進行状況にはおのずと差が出るものであるから、年度当初の計画を立て

る段階であらかじめHea"ng の時期・内容にっいて示し、できる限り Heanng を見通した計画

を立てさせるように配意しナこ。なお、11月2日の発表は本校研究会で授業公開し九が、参観者から

絶賛していただくほど内容的に濃いものとなった。

【考察】

〔資料9〕、〔資料10〕をみると、データ的にみても、それぞれの発表会は、上述のねらいが達成

されナこと判断してよい。注目すべきことは、それぞれの発表会の段階が、おおむね当初の計画通りに

進んでいることである。さて、第1回では資料収集を続行すると答え九生徒力努いのに対し、第2回では、

執筆へ進むと答え九生徒が最も多い。わず力寸か月半の間に随分と進行し意欲が増していることがわ

かる。このことは感三貝の記入状況をみると、よくわかる。第1回では、何が不足しているのかを知る

^になったとか、人より遅れている。資料がもっとほしいと書いた生徒が多かっナこのに対し、第2

回では、感想がより内容面に重点を置くものに変わっている。このことからも執筆へと向かっている

ことがよくわかる。

第1回、第2回とも調査結果からは、発表会は学習意欲を増す九めにかなり有効であっ九と判断で

きるが、第1回より第2回の方がより意欲を増す方へと働いている。中でも第2回調査で、、何をし

たらよいかの方向が見えた力、が全員YeS と答え九点は、特筆すべきことであると馬、われる。

西 田 修
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〔資料9〕

1.中間発表会をして友達はがんはっているなあと思いましナこか
2.中間発表会をして何をし九ら良いかの方向が見えまし九か
3.中間発表会をして励みになりました力、

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

4.中問発表会をして数学のルーツのおもしろさを感じまし九力、
5.中問発表会をして頑張ってやるぞという気持ちが増しまし九か
6.中間発表会を聞いて工夫しナこ発表が見られまし九力、
フ.中間発表会を聞く人は熱心に聞いていましナこか。
8.中問発表会を聞いて友達の発表の中で参考になる部分がありましたか

第1回 Hearing後の調査結果

9.中間発表会をしてよかったと思います力、

10.中間発表会の後自分はまずどうしょうと思いましたか?

☆ではいの人→九とえは

複数回答

☆来週は大学^つて再調査ま九はもう少し調べる人と学校で調べナこり
分類以降に前進する人と分かれます。どちらにするか選択して下さい

奧0君

は

1.小000/整数

氏名/単元名

9

い

14

2.武000/正の数・負の数

勝0君

Ⅱ

いいえ

13

3.豊000/平面図形

2

10.8.倶}^H2

Ⅱ

松0君

0

Ⅱ

4.庄000/平面図形

第1回 Hearing発表会を終えての感想、

分析へ進む

0

12

わからない

5.勝000/空問図形

2

松0君

9

2

6.野000/連立方程式

9

4

15

3

フ.井000/不等式

2

6

今まであまりどういうことをするのかがよくわからなかっ九けれ

ど、人のを聞いてよくわかった。

再調査

2

8.宮000/図形の調べ方

2

2

4

9.伊000/図形と合同

5

4

みんなそれなりにがんばっていて、びっくりしナこ。

10.大000/図形と相似

3

大学へ

6

自分の資料収集が遅れていることや、内容がしっかりしてぃない

ことがわかっナこ。

H.原000/資料の整理

6

もう少し調べる

6

12.松000/平方根

資料がもっとほしいと思っ九。

学校へ

Ⅱ

9

みんな進められてい九。ほ'くもがんばってやりたいです。

13.田000/関数

14.奥000/円の性質

人より遅れていることを感じ九。

15.松000/円の性質

みんなとても詳しく説明していナこ。

16.冨000/三平方の定理

なんとなく、みんなできそうである。

17.金000/確率と標本調査

おもいっきり緊張し九。

時間がほしい。

まだまだ資料が少ないことに気づい九。まだまだ気づいたことは

いっぱいあっナこので良かっナこ。

自分の考えやこれから進んでいく方向をまとめられてよかっ九。
恥ずかしかっ九。

遅れている。進みを早くすべし。

もう少し資料を集めておきたい。

自分力洞をしょうとしているのかがわかった。
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(資料10〕

1.中間発表会をして友達はがんはっているなあと思いましナこか。
2.中間発表会をして何をしナこら良いのかの方向が見えまし九か0
3.中間発表会をして励みになりましナこ力、
4.中間発表会をして数学のルーツのおもしろさを感じました力、
5.中間発表会をして頑張ってやるぞという気持ちが増しまし九力、
6.中間発表会を聞いて工夫した発表が見られましナこ力、

Hearing後の調査結果第2回

フ.中問発表会を聞く人は熱心に聞いていまし九か
8.中間発表会を聞いて友達の発表の中で参考になる部分がありまし九力

西

9.中間発表会をしてよかっナこと思、いますか。
10.中問発表会の後自分はまずどぅし

ようと思いまし九か?

田

☆6ではいの人→ナことえぱ(複数回答)
模避氏をうまく使っていナこOHPをうまく使ってい九

具体的な例が多くてよかっ九 2 発表資茅卜がよかっ九 1

修

氏名/単元名

1.小(X)0/整数

まとめ(執筆)へ進む

2.武000/正の数・負の数

は

11.2圈、17出、29休浮禿H2

3.豊(X)0/平面図形

い

16

4

17

Hearing発表会を終えての感想第2回

7

いいえ

14

5.勝000/空間図形

14

知ってはい九けど、調べていない。 2進法などにづいて、もっとくわしく調べて、

ナ、こいナ'いの・でもっXもっと語べておきナこいです。
数の歴史の年表とかも、作れるよ、にして給きナこいです。

6.野000/連立方程式

/不等式7

0

13

再構想立て

0

12

平

わからない

2

8.宮(X)0,4図形の調ぺ方

12

、、

みんな一人一人価値ある研究をしていると思っナこ。今力、らは
に終わりナこいと思う。

2

13

2

4 黒板をうまく利用してい九 2
個人的に(X)君がよかっ九 1

ノ

9.伊000/図形と合伺

2

16

発表会を終えて、他の人はすごく進ん工りる七、' 1三と1岳广、店乙よ、にしょ・

0

10.大(X)0,/1図形と相似

再分析(分類)

0

と思、う。

2

11.原(X)0/資荒卜の整理

みんよっ、
待しナこいです。

2

0

ーコ

6

4

ム調べよっ思っナこ。

12.杉}000/平方根

こ'じ'、'70
、、

つ

られるのではないかと思う。
んよてしでい。

5

2

再調査

13.田(X)0,η拘数

「回のはてっ、、わ
ナこけど証明できなかっナこので残念、だっ九。

14.奥000/円の性

2

スを調べようと思う。

、゛

15.松000/円の性質

)よこ。舌いこ、)舌ス_ム>つ
の構造を調べてまとめに入り九いと思、う。、

.、」,

16.冨000/三平方の定理

、゛

17.金0(X)/確率と標本調査

、ー

ましナこ。このヲ毛表会は、
かったと思っています。

、

ーコ

"、,L.、」

)

こ緊張し'゜ノ予ハで Lナこけれε゜落下に関すること1乞ちいて
は言いナこいことがかなり言えナこので良かっ九。

▲

、

゛^,

わつ

やってい

にかか

、
」0

▲>

とまとめと両立していきナこい。

、

いだいたい先が見通せてきナこので、もっといろいろ分類の こ

いと恵います。まナこ、ヲ譲の方;ネまあまあうまくいっナこので、 本にもこういう'、
'にして壷きナこいと思います。

口

ノ＼ロ^つー.1:'、

いろいろなこと力漸ナこにわかっ九りし九ので、やってよ

、ー

ナこい心、い

ーコ

=え

.

』t二'、

ある社度の旦や_が下きてきおしくと同時1乞、号しい資料を集ある必要がある
と思っナこ。もっε広く調べていかなけ松ま、いいレポートはできないと思っナこ0
絞b込箸余裕がないの力垤美念、だ。

0

ー)

、.

、

、-0

X

、、

、

、

」0

0

0^

口

」0
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4.統一行動を取れる場の設定

本年度は統ーテーマのため、これまでの学習の過程で統一行動を取れる良さがあっ九。第一に前

述したHeaHng を持て九こと、第二に当初の3時間で中学3年の未習単元の概要(エキス)説明

を一斉授業で持てたこと、第三に調査のために島根大学の附属図書館や県立図書館、市立図書館に

出掛けることができたこと、第四に個を活かしつつも^の本を作り上げるという共通の目標をも

つて取り組むことができナここと。戈k上力学げられる。ここでは、第三の調査の段階で統一行動をとれた

ことと、第四の著書をつくるという共通目標を持って取り組んだてと、の2点について述べること

とする。

①調査の段階で統一行動を取れナここと

個性を伸ばし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

調査の段階で統一行動を取れる時間を数瑚占設定すれば、ナこくさんの資料を収集でき、主体的

に調べられるようになるはずである。

作業仮説④

ア趣

本校の図書室や数学凖備室にもある程度の参考文献・書籍はあるが、調査するには出来る限

り多くの資料で調べ九いことから、全3回出掛けることとした。幸い多くの教科からの要望で

選択教科はほぽ隠固2噺占連舮、0メ受業となり、しかも昼休みの晰占を掛けることができ、往復に要

する時間も片道10~15分程度なので、時間的にも有意義に調査を進めることができた。この他

機会あるごとに市内の図書館や書店に出掛けるよう情報(資料Ⅱ参照)を提供したところ、結

構出掛けているようであっ九。

ま九、夏休みにはその特別版として、

大阪の啓林館本社内の教科教育研究所資

料室を訪問し、諸資料・文献等を拝見す

る^を持った。これはあくまでも8月

1~3日に都合がつき経費自己負担とい

うことで希望者を募っ九わけだ'が、当初

は全員が希望していた。残念ながら、部

活動で中国大会の合宿への参加をする者

や家族旅行、クラス旅行などで日程的に
大阪・啓林会館での調査風景

都合のつかない者が出て、最終的には17

名のうち8名を引率し、出掛けた。しかしこれは驚くべき数字であり、生徒の熱意が感じられ

た(写真参照)。今もなお思い出の大きな1ページとして残っているという生徒が多いのが、

そのことを物語っている。
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〔資料Ⅱ〕
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(資料12〕

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

A.一学期に調査に出掛けナこ場所について
⑤とてもよかっナこ④よかっナこ③'、つう②よくなかっ九①とてもよくなかっ九

B.二学期の初め頃もう一度利用してみたいか
⑤利用してみ九い④どちらかといえぱ利用してみナこい③何ともいえない
②どちらかといえばあまり利用してみ九くない①利用し九くない

⑤強い
実施日

中

④やや強い③普通
:中間調査(7月17日)

①島根大学附属図書館

②松江市立図書館

間

③島根県立図書館

④本校図書室

⑤本校数学準備室

凋

②やや弱い

イ、調査・分析の段階での生徒の反応

さて、調査・分析の段階で、生徒は想像以上に苦心していナこ。ルーツに力功、わることなので、生

徒はピタゴラスやガロアなどの数学者を調べることにもなる。調べれば調べるほど、生徒は多く

の中学校以上の内容に初めて触れ、驚き、そして分類の難しさに苦慮していた。生徒はそのような中

から課題をみつけまとめていっ九のである。本のヌじ写しではなく、自ら納得して、自分の考えをもっ

てまとめる必要があっ九。その九めには内容を取捨選択し、今までの自分の知識とどうつなぎ合

わせ、どのようにまとめていくかということを念頭に進めていく必要があっナこ。そうすることで

初めて、自ら学ぶという面でも、生徒にとっての知的財産という面でも価値あるものになったと

思われる。

それだけに、指導者は生徒一人一人の進み具合、進み方に応じた適切な助言を心掛ける必要が

あっ九。"この本のこういう内容をこう活かし九ら良い"というこちらの持っている最善案を提

示すれば、生徒にとってこれほど楽なことはないだろう。しかし、そうではなくて、生徒が自ら

学ぶという"学び方を学ぶ、'というところに意味があると考えナこ。

【考察】

写真のように、大阪の啓林館では、日頃地元では手に入らない貴重な資料をナこくさん収集でき九。

〔資料12〕によると、本校の図書室だけでは、多くの資料を見ることができないことがわかる。松江

市には幸いにも多くの図書館があり、利用できるのはありがたい。島大附属ということで大学の図書

館も利用させてい九だいたが、生徒にとっては大学の専門書に初めて触れ、随分刺激になっ九ようで

ある。まナこ、意外と本校の数学準備室も好評で、附属の恵まれ九一面も改めて感じ九。

(資料13〕は1学期を終えての時点での感想だが、資料収集に四苦八苦している様子がうかがえる。
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〔資料13〕

1.小(X)0,/整数

2.武(XX)/正の数・負の数

氏名/単元名

3.豊000/平面図形

4.庄α)0/平面図形

5.勝000/空問図形

1学期を終えての感想

西

6.野000/連立方程式

田

なかなかみつからないけどおもしろい。

資料を集めるのは大人みナこいで楽しかっナこ。

フ.井000/1'~等式

そんなにナこくさんの資料は集まらなかっナこが、量より質でが
んぱり九い。

8.宮(X)0,4叉形の調ぺ方

なかなかおもしろかった。

修

9.伊(X)0^形と合伺

どこをどう突き進んでよいかということなどがよくわからな
いけど、早めにどんどん資料を収集していきナこい。(今は五
里霧中)

10.大(XX),/1図形と相図

思ったよりも資料力難しかっナこ。ルーツが2つぁるのでおも
しろいと思った。

Ⅱ.原000/資料の整理

とてもおもしろい。図書館がよいがやれてよかった。しかし
不等式はなかなかなく大変でしナ、

12.松000/平方根

H2.フ.16

資料集めもうまくいっているのでよいと思、う。これからもう
まく進めていきたいと思、う。さあがんぱるぞ。

13.田(X)0,/1渦数

一方、一生懸

命九くさんの資

料を収集しょう

としていること

や、主体的に調

べようとしてい

ることがわかる。

〔資料12〕(資

料13〕から、統

一行動を取る時

間を数時間設定

しナこことは、資

料収集並びに主

体的に調べる点

において有効で

あると判断'して

よいであろう。

なお、〔資料

Ⅱ〕の図書館情

報は、図書館で

の調査に役に立

ち、ま九市内の

書店や図書館に

自主的に足を運

ぶきっかけにな

つ九という。

14.奧000/円の性質

見つかってよかっナこ。

15.松000/円の性質

資料収集をする前に、するべきことをはっきり決めてからし
ておけば、めやすがついてい九のだと思う。図書館の中で県
立は行くだけの価値がなかったように思、う。附中図書室もあ
まり使えないと思っナこ。

16.冨000/三平方の定理

平方根はあまり資料がないけどとってもおもしろい。そして
この平方キ艮をやっていナこおかげでテストが良かっナこ。

17.金(XX)/確率と標本調査

資料収集は何冊力惜りナこけど、今一つどこかずれているよう
だが、がんばって読んで理解していきナこいと思、う。

なかなか円の資料が見つからなかっ九。個難)

大変むずかしい。

②著書を作るという共通目標を持って取り組んだてと

いろいろな本を探しあてることができた。特に島大では多く
のコピーを取れナこ。あとで整理してみていいのを選び出した
いと思う。習っていない内容で難しいが興味はあるのでもっ
と調べてみ九い。

著書を目的をもって執筆するという共通目標をもって追求を継続させれぱ、困難に立ち向かう

根気強さが培われると同時に、内容のより深い理解の上に立っナこ課題をみつけるであろう。

作業仮設⑤

確率に関する本は九くさんあるのだが、ルーツをさぐるとな
ると応用をみんな切り取って見なくてはならないので、資料
がなかなかナこまらないなと思、う。

最終的には一人一人が構想を立てまとめ、1冊の著書を作るという共通目標を持って、取り組

んだ。このことは、年度当初の計画を立てる段階で、すでに明示はしてい九が、調査・分析の段

階でつまづきそうになっナこときでも、"みんなで作りあげるんだ"という支えになっナこという。
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まナこ、"実は単元ごとのルーツをさぐる本は、これまでにほとんどまとまっ九本もないので、全

国的にみても画期的な計画である"ということも支えになっ九ようである。しかし、前述し九よ

うに、内容を取捨選択し、試行錯誤しながらまとめあげ九ナこめ、最終的にでき九著聿の内容が、

本来のルーツと掛け離れ九ものになっ九り、着眼点が的外れになっているところも存在してぃる

ことも否めない。しかし、それは問題としない。それよりルーツに関わる面白い内容を、発想血

かに独創的に、しかも発展的にとらえ九ことへの良さを評価してやり九いと凧っている。

ま九、著書は、一応手書き原稿として1月末には完成し、本校でざら紙に印刷.製本し、 1冊

の手書きの冊子として完成をみナこが、ちょうど2月に本校にコンピュータ.ノレームが完成し、コ

ンピュータ40台が導入されナこため、高校入試前の大変多忙な時期に、生徒17名が放課後等にシャ

ープのワープロソフト"書院"を用いて、打ち込みをしナこ。そのワープロによる著書は、平成4
年3月10日に印刷所より納品されナこところである。(資料14参照)

との著書は、本年度の取り組み全般を含め、本校の後輩に受け継がれ、より深く充実した選択

数学に進展することを願って、作成したのであるが、この取り組みに賛同していただいた東京の

ある出版会社が、改めて活字を拾い、これから1年間をめどに作成し、全国の室店に並べてい九
だけることになっナこ。ナ陵ありがナこいことで、感謝してぃる。

【考察】

根気強さにっいては、後述の事前、中問、事後調査(資料1勝照)により、中間調査以降、プラス

の徴候を見せている。課題をみっけるにあたっては、試行錯誤の連続の上であったようだが、発表A
(資料14〕 「整数」の 1ページ 「平方根」の1ページ

個性を伸ばし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

3
記嚴注の雇史 、.パに'ロニア~

今の情報化時代において社.殿字というものが

とても大切女投割をも「ています.そして我々

の身の回りで社、10逢注が一般に使わhてぃ全

す.しかし女ぜか時伺や角度をど吐■0逢法を並

礎にしています.これ社をぜでしょうか?

で時間も10逢法にしてしまえばいいので仕をい

か乞思う人がいるかも知れ堂せ凡.しかし、か

うてフランスでメートル法を作る照、崗じょう

に時閻ι,10逸塗にしてしまおうと、実際に時計

も作0て讐及させよう乞しましたが、結局け失

吐してし皇い弐した.そして、これが是の巴き

作ら h t:時計で゛.(図 1)

さて、その間憲の 80逢法の歴史にっいて仕

皇だ完全女解各社まだ出きhて社い女いという

ても R いでし」う.しかし、モれに崗,る島社

いくつかあるので、モれを紹介し立し」う

研究内容

、、.ー...''

',受、ノ」ニ,

●,,.,t'

ノくヒ゛^:ノ三を車旺吹)*占二1二烏反

右の図社、表嫉に出ていたもの

といウしょで、これ社、バビロ'.
ン王朝時代の粘士販で.紀元前

1800年頃の考ものです.司4゛琢T
これらをみくらぺてみれば b か讐T14系゛
り皇,が、くが10の位を表し

て、 T が 1 の位を爽 L 或゛.この

敷字を用いていたのがバビロニア

の人趣です.

この粘土叛け、正方影と2*

の対角後が辺に沿ウて 3 0 、封

負鳳に沿0て゛

1、24、51、10 。

42、 25、 35 ム,.,宮'
と禽かれています.慎漣が見て

も全く窓昧がわかり弐せん.モ

この時計ιネ、 100秒を 1分

100分を 1時問、 1日が 1時闇

とするものでした

(応 1 )

れもモの壯゛、これ 1ネ、 6 0 斌

法で書いてあるので,..慎違が使弓ているの吐

10途注で、この60逸怯を使うていたの捻、

パピロニアの人連です.立t、10逸往乞いう

の壮.0~9全での費しかをく、60逸該とい

うの吐、時計、つ堂り時闇に使hhているとい

え 11 、女凡と女く'コかると思い堂す.パピロニ

アの人連け.この60進怯をひんぱんに使うて

い皇した

さて、粘士販を60過注から侯達の随ウてい
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が効果的であっ九ようだ性徒の感想より)。

〔資料15〕は、まとめ方として渡しナこプリントの一箸Sであるが、大体この形式に沿ってまとめ上げ

ナこ。〔資料14〕は完成しナこ著書の^だ'が、この2人の生徒は、内容のより深い理解の上に立っ九課

題をみつけ、まとめ上げている。

〔^15〕

雌が見てもわかるレポートを作ろう

レ飛ートにけ'慢婁て理解した学習や.実験の方注・結果などをまとめる

内宕のものと.=:利したことをもとにして.斬ナニなテー,をも6て研究しh

り.発展的に学習してまとめる内容のものがあります.レポートに生とめる

にけ.一人ひ巴りの努力が大切て.下図のようなまとめ方で.誰が見て、よ

くわかるように工夫しましょう

西 田

翻究題目
「000000について」

研究実施日
0午0月0目、0月0日

冊究夘告曽
0年0月0日

修

1飢究のBめ
なぜこの冊究烹,るの
カ、どのような目的を
も・コて行うのか走記入
すろ。

0年0組0番

゜氏名0OCO

2勗究の方庄・柾●
とのようにして.いつ
主こて奥麦し六り研究
したか.
例ノ(X)図書館へ行く

表紙

4.研究帖果
厨究内容是ちとに.こ
の馴究で.何がわか0
六かを自分の言延てま
とめる.

3副究内容
資斜.参考訂な占を中
心にまとめろ。
.写臭.表.絵,コ

ピーなど.てきるだけ
具体酌に生とめる.

三とめ方

レポートの作り方

レポート社.自分の冊究の足跡です.自分の考えを述べ六論文でなければ

なりません.単なる賣料奥や記鋒集であうたり.倉物の抜枠臭にな.てし生

わないように.レボートの基本を示します

レポートの基本

5 考察
結果をもとに.今後主
う究展させ六いかき巴
める.主た.改善゛な
どにういて、生ιめる

T 牌懇設定 1<レポートの具体例・一部>

.どんな自的で何を!「近饅の0ーカル私鉄有田鋲逼」

学晋(扇究)すろか! 1年生男子

・何に疑問を持ち.

何を畑べるか 1 はじめに

今.国鉄の口ーカル線が問題となうているが.全国・どんな目操で.何 1

Ⅷ調査結果及ぴ考察

2

6.参考文献
このまとめに関連する
内容を罰ぺろ。
との本から.どこから
参秀にして生とめ大か
を記人すろ。

3

学習者の意識の中に調査学習の必要性が自覚され、学習の方法や内容力深く理解されるような

選択数学の学習1旨導が、1年問継続して展開されれぱ、生徒の学'功力清ち、個性は伸はされる

であろう。

を作るか. 1各地で細々と営婁している0ーカル私鉄けとんな状況
豆1 研究方法の決寔なのであろうか.モういう点に興昧を持ち.近畿の0

研究の目めにあう 1 ーカル私鉄の中力,ら有田鉄道を選び.調ぺてみるこ巴

基本仮説

六研究方法を決める.1 にし,ニ.モして.モの姑果から.現在0ーカル私峡が
盈かれている状況を理解して.これから口ーカル私鉄<絞計的方注>

いか.考えてみ六い

7

1.関心・態度に関する調査による情意面の変容

以下の調査(資料16.17参照)は選択学習開始前(5月)と、選択学習終了後(2月)に行っナこ

調査で、関心.態度に関する情意面の変容を調べ九ものである。実際は、一人一人の変容を見て分

析もした。ここでは、選択数学履修生徒17名の集団としての変容をデータ分析する0

なお、調査文は原文の通りを掲載しナこ。また、左倶仂連後2月の実数、()内が事前5月の実

数である。

64

ー
.气

払

業
し
収

営
や
の

の
勗
ず
が
工

ど
ま
の

舌
司
 
1
 
と

質
拠
.
つ

値
料
得
一

数
告
を
、

焦
よ
結
方

圧
し
す

゛
麺

,
ト

.
一
.

」
一

る伊

めモ

65



〔資料16〕

この調査は、これからの授業を改善するうえで必要な資料を得るナこめに行うものです。学校の
成績とは関係ありませんから、ありのままを詳しく答えてください。

個性を伸ぱし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

【事前】今回の選択学習で教科を決定する際に、感じ九り、意識した程度について答えて下さい。
【事後】今回の選択学習を終えて、今、感じたり、意識している程度について答えて下さい。

評価基準④とても~③まあまあ~②あまり~ない①全然~ない

【大きくとらえて】

①教科に対する興味・関心

②題材(学習内容)に対する興味・関心

③学習計画(学習方法)に対する興味・関心

④1旨導者に対する興味・関心

⑤自分の個性

⑥身につけナこり、伸ばしナこりできる能力に対する興味・関心

☆教科に対して

ア自分は、数学が好きであるということ

イ自分は、他の教科と比較すると数学が得意であるということ

ウ自分は、数学の授業が楽しいということ

☆題材(学習内容)に対して

ア数学史に関する内容に対して

☆学習計画(学習方法)に対して

ア調査的な活動が多い(多かっナこ)

④

イ学習計画に自由選択の幅が大きい(大きかっナこ)

9 {フ}

ウ共通学習で既習事項との関連がはかれている(はかれていナこ)

11{6}

③

工友達と共に考えられそう(であっナこ)

8 (8)

6 {5}

6⑩

9 {6}

②

☆身につけたい(身につけナこ)カ

9 (6)

0 (2)

5 (4)

ア「分析一統合」の力が身につく(身につい九)

フ{引

0 {0}

6 (8)

①

イ筋道を立てナこ考え方(推理力)が身につく(身にっいナこ)

0 {0}

9 {9}

2 {6}

ウ創造する力(新しいものを作り出す力)が身につく(身についナこ)

8 (フ)

0 {3}

0 {1}

④

工自ら主体的に活動する態度が身につく(身についナこ)

0 {の

3 14)

8 (6)

オ学習の仕方(学び方)が身につく(身についナこ)

3 {2}

1 (2)

6 (4)

③

0 (0)

8 {8}

8 {6}

0 {の

3 14}

②

9 {8}

1 (2)

④

10 {引

フ{フ}

①

O a)

0 (3)

③

6 (フ)

1 (2)

④

0 {0}

9 (5)

②

9 侶}

1 {4}

③

6 (フ)

2 (5 )

①

6 (6)

0 {0}

5 (4)

②

11(9)

2 15)

6 {5}

2 {3}

①

④

3 (3)

0 (0)

8 17}

5 {6}

0 (0)

6 (8)

③

フ{6}
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1 {の

3 (フ)

5 {引

6 (4)

1 {2}

②

10 {フ}

2 {4}

3 伍)

9⑩

6 {3}

①

12 {引

0 {0}

4 (3)

0 {0}

2 (3)

0 (0)

1 {6}

0 {0}

1 {0}



〔資料16〕によると、自ら主体的に活動する態度や、,学習の仕方(学び方)が身についたと答えて

いる生徒が多い。事前の期待度と比べても期待以上であっ九と判断できる。

事前より特にプラスに働い九ものとして、学習計画(学習方法)に対する興味・関Dや、指導者

に対する興味・関D、数学が得意になっナここと、数学の授業が楽しいこと、調査的な活動の良さな

どが挙げられる。反面、創造する力は、調査的な学習が主体であっ九九めか、情意面でのプラスヘ

の変容は見られない。ナこだ、題材(学習内容)に対する興味・関心は、期待以上のものがあり、題

材の選び方は有効であっ九と判断できる。

〔資料17〕

西

今回の選択学習は、特に「数学的な見方・考え方を養い、将来も生きて働く力を少しでも身に
つけよう」という視点で学習を進めていこうと思っています。(進めてきまし九)

下に示した事柄について、期待できる(ナこ)と思うときは4、どちらかといえぱ期待できる(ナこ)
と思、うときは3、どちらかといえぱ期待できない(なかっナこ)と思うときは2、全く期待できな
い(なかった)と思うときは1に0印を付けて下さい。

田 修

①数学に関する基本的な知識・理解能力

②
具体的な活動を通して物事をとらえたり、考えたりしょうとす
る態度

③
様々な観点からとらえ九事柄を、論理的に考え九り、説明しよ
うとする態度

④
自分の目的に即して、資料を集めナこりまとめ九りして、自分の
考えを述べようとする態度

⑤
1つの事柄から、条件変更等自分のアイディアを活かすことに
よって、更に発展的に物事を考えようとする態度

⑥
1つの事柄について、試行錯誤を繰り返しながら、ある一定の
規則性なり、法則を見つけ出していこうとする態度

⑦図形の美しさや、数学に対する興味・関心

⑧
既習の知識を用いて、新しい知識や技能を習得しょうとする態
度

⑨
日常生活(学習時も含めて)、疑問に思ったことを数学的に追
求しょうとする態度

〔資料17〕によると、区彫の美しさや、数学に対する興味・関Dに、よりプラスへの徴イ励ゞみられる。数

学の教師にとって最も望んでいる点の1つであり、好ましい結果といえる。また、目的に即して、

資料を集めたりまとめたりして、自分の考えを述べようとする態度も身についてきている。調査学

習力塙効であっナこと判断できる。また、数学に関する基本的な知識・理解能力は全員がプラス徴候

を示しナこ。あくまでも情意面での自己評価ではあるが、知識・理解にまで及んだ点は成果とみてよ

いであろう。

ナこだ、⑤や⑥の発展的に物事を考えようとする態度や試行錯誤を繰り返しながら一定の規則性な

④

6 {4}

③

4 {5}

Ⅱ⑫

②

8 {5}

10(8)

0 (0)

①

10 {引

5⑨

3 {4}

0 {1}

3 17}

6 (8)

4 {3}

0 {0}

4 1引

10{引

1 {3}

0 ω)

11{引

9⑨

4 {4}

0 {の

フ{引

3 (8)

4 {2}

0 (0)

6 {3}

9 (8)

3 {3}

0 {0}

6 18)

1 {3}

0 {0}

4 {4}

0 10}
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り、法則を見っけ出す態度は、〔資料16〕の創造する力と同様に、調査的な学習が主体であっナこ九

めか、情意面でのプラスへの変容は見られない。

〔資料18〕

個性を伸は'し自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

⑤強い
実施日

1.講座に関して

①得意な内容だ(になっ九)

④やや強い③普通②やや弱い①弱い
事前調査(5月21助、中間調査(7月16日)、事後調査

②内容がおもしろそうだ(かっナこ)

③やってみナこい内容だ(だっナこ)

④苦手のことにも挑戦!(できナこ)

⑤先生に興味がある(もてナこ)

事前&中間&事後調査の結果

⑥学習の進め方に興味がある(もてナこ)

2.選択教科への期待感(楽しさ)は?

①自己の特性や良さの発見

②新しい知識(普通の授業以外)の習得

事前調査

③自分のやってみたいことへの挑戦

⑤④③②①

④苦手な教科や内容の克服

0

⑤根気力の育成

5 10 2

5

6

7

7

6

(資都卜18〕は、講座や選択教科自体にっいて、 5月・7月並びに2月の3回、全く同一の質問で
行った調査の結果である。

まず、講座に関しては、得意な内容・内容がおもしろい・やってみたい内容という、内容面にお

いて、後の調査になるほどプラス徴候に移行している。学習活動が進むにっれ、内容面において、

楽しさが増していっているものと思われる。先生に興味がもてる、にっいては、中間調査の時点で

やや落ちているが、これは調査の段階での厳しさを物語っているのであろうかま九、苦手なことに

も挑戦の項目は、事前の期待が弱まっていっているのがわかる。より現実的になっていかざるを得
ない厳しさを栃吾っていると思われる。

まナこ、選択教科への期待感(楽しさ)は、 3回の調査で思、つた以上の変化は見られないただ、

根気力の育成の項目だけは、調査の段階の中間調査から著書彰俸の事後調査にかけて、事前に比べ、

かなり伸びている。これは、この学習が根気力を伴うものであったと判断できる。
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次に(資料19〕に、選択数学を志望した理由にっいて、事前(5月)と事後(2月)の2回調査

した結果を並記してみた。この2つの結果を比較してみると、同一人物でありながら、記入した内

容が変化している生徒があり、「ノレーツをさぐる体験」の生々しさ力町云わってくる具体的には、

5月の時点では、数学そのものにっいて記入している生徒も、 2月には、「数学のルーツをさぐる体
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(^19〕

1.小000/整数

氏名/単元名

2.武000/正の数・負の数

西

3.豊000/平面図形

選択数学を希望した理由(5月)
どんな点に興味をもうて凄蝉を選択し九の力、

田

4.庄000/平面図形

5.勝000/空間図形

数学が好きだから。内容がおもしろそうだから。また、他の講座
が九いしナこことなさそうだから。

修

6.野000/連立方程式

本を作るということ。

数学が苦手だから少しでも良くしょうと思、つて。

フ.井000/不等式

数学が好きだ'から。内容が楽しそうだから。

8.宮000η叉形の調べ方

数学の計算はあまり得意ではないが、歴史的なことなので。

9.伊000/図形と合同

得.不1昇手が単元によってあるが、おもしろそうだったから。ま
た、調べるのが好きだから。

10.大000/図形と相似

数学のルーツをさぐる。それも一人がーつの単元を持つというこ
と。数学のルーツというのはとてもおもしろそう。全国的にすこ
いことをやるようだし、何か自分で調べる力をつけられるし、根
性もっけられるし、資料で調べ九りできる経験もできるからいい
と思って選びましナこ。

11.原000/資料の整理

12.松000/平方根

数学は第・一希望ではなく、あまり得意でもないけれど残っナこ教科
で興味があったので選択し九。

13.田000/関数

自分が興味を持っナこことが追求できそうだから。図形の美しさ。

14.奧000/円の性質

おもしろそう。数学の難問を解くとなんとなく気分がいいし、考
えてて楽しい。数学的な考え方というのが知りナこい。

15.松000/円の性質

答えがーつであるということ。(確実である)

16.冨000/三平方の定理

調べたりすることが好きだし、簡単なものより難しくてよく考え
えて体力などを使うのが好きだから。

17.金000/確率と標本調査

先生の話を聞いていて昔の人はすごいなあと思っ九のでもっと知
り九いと思った。昔の数学者の発見しナここととその過程。

もっ数学が好きだから。内容がおもしろそう。興味があるから。
と考えを伸はしナこい。

図形がおもしろそうであった。

計算の方が得意だから。色々なものを選択できるから。色々なこ
とができ、本で調べていって最後にまとめることとしたいから。

数学という大きなものの中で自分が興味を持てる単元などがーつ
くらいあると思っナこから。数学の法則などのおもしろさ。
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1.小000/整数

個性を伸ぱし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

選択数学を志望した理由(2月)
どんな点に興味をもって凄蝉を選択しナこの力、

氏名/単元名

2.武000/正の数・負の数

3.豊000/平面図形

4.庄000/平面図形

他の科目とはどこか違うから。他の講座がたいしたことなさそうだ
から。

5.勝000/空問図形

世界的にも画期的なことでやってみナこかっ九から。

6.野000/連立方程式

少しでも数学が得意になる九め。

フ.井000/不等式

おもしろそうだっナこから。

8.宮000/図形の調ぺ方

ルーツをさぐるということは新しいこと光'から。

9.伊000/図形と合同

今まで試みのなかっ九Freshなことだっ九から。何か研究調査する
するのが好きなナこちだったから。先生の話を聞いておもしろそうだ
と思っ九から。

10.大000/図形と相似

全国的にとてもすごいことをやり、将来の知的財産になり、思考力
をつけるため。

Ⅱ.原000/資料の整理

図形のことに興味があったから。

12.松000/平方根

図形そのもの。

13.田000/関数

図形と比。

14.奧000/円の性質

数という一定の答えが出る点。

15.松000/円の性質

数学のルーツをさぐると言う点。

16.冨000/三平方の定理

まず、ルーツをさぐるというすごいことをやろうというところにひ
かれ九。それにそれが全国的にすごいということで興味をもった。

17.金000/確率と標本調査

図形の魅力

図形

数学というものが好きであり、得意であり、調べてみたいと思っ九
から。

どんなことをするのかと思、つて。
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験」を通しての表現に変わっているのが興味深い。

2.個性の変容

以下の調査(資料20参照)は選択学習開始前(5月)と、選択学習修了後(2月)に行っ九調査

で、個性の変容を調べたものである。実際は、一人一人の変容を見て分析もしナこ。ここでは、選択

数学履修生徒17名の集団としての変容をデータ分析する。

なお、調査文は原文の通りを掲載しナこ。また、左側が事後2月の実数、()内力連前5月の実数

である。

〔資料20〕

西

皆さんの個性について共に考えてみ九いと思います。もちろん人問ですからここに示された事
柄がすべてではありません。今回の選択学習にかかわりが深いとおもわれる事柄について、考え
てみナこいと思、います。

日常生活で自分に近いと思われるほうに0印をつけてください。
4段階(* ***

田 修

①学習への取り組み

①なぜそうなるのか考える

②積極的

③粘り強い

④新しい課題をみつけようと

⑤ていねい

②学習の仕方

*

6 {4}

①解決の見通しを持つ

5 {4}

②自力で解決する

*

5 (3)

③結果を見直す

フ{9}

2 {1}

④応用しょうとする

11 (フ)

⑤長時間継続する

3 {1}

*

5 (4)

3

12 {6}

{ 1 }

独創性がない

③自分の性格や行動

3 {4}

*

{ 5 }

6

*

3 (2)

①向上心が強い

(6 )

{3 }

3

0

②素直である

5

{フ}

8 (4)

Ⅱ}

あまり深く考えない

*

(3 )

③協調性がある

3

10 伍)

{4 }

消極的

0

(2 )

④思考が柔軟

フ{2}

6 {6}

13 )

あきらめが早い

3

3 U}

*

⑤1蛤4性がある

7

侶)

2

習ったもの中心

(4)

6 (6)

(4 )

4 (4)

ていねいでない

*

5

5

*

2 16)

4 (2)

伍}

(引

4 {8}

2

4 (3)

8 (4)

14 )

行き当ナこりぱったり

2

*

2 {1}

Ⅱ(8)

15 )

先生・友人に聞く

0

9

{ 1 }

見直しはしない

11 }

3 {0}

*

(8)

9 {4}

(フ)

応用しょうとしない

7

{4}

4

持続性が足りない

14 }

フ(6)

*

(3 )

5 侶)

{3 }

7

0

円)

{3 }

6

向上心が弱い

⑦

(4 )
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素直でない

2 ( 3 )

協調性がない

(4 )

思考がか九い



ここでは、学ぶ力の育成と並んで今回の研究でねらったもうーつの観点である「個性」の変容に
ついて調査してみ九。

(資料20〕によると、すべての項目で、著しくプラスの方向(左倶D へ移行してぃることがわか

る0 中でも、数学において重要視されている、なぜそうなるのか考えることや、新しい課題をみっ

ける、解決の見通しを持っ、結果を見直すなどの面で、向上しているのは評価できる。

まナこ、持続性やていねいさは、相変わらずマイナス傾向が強いが、それでも少しは改善の方向に

向かっている0 しかし、何といっても、向上心や積極性がプラス徴候に向かってぃるところから見
て、現在求められている「学ぶ力の育成」と合まって、個性は全般にわたりプラスの方向へ伸は'さ
れたと判断してよいであろう。

次に、見通しをもって学習したのがプラス方向に移行したのは、計画をたてながら学習できたこ

ともそのーつの要因だと考えられる。また、協調性にっいては、個別学習の中でも、教えAつ九り、

発表会、著書作成と、いろいろな場面で、協力することから培われていったと判断してよいであろう。
〔資料21〕

現在の自分の姿と選択数学によって伸ばしたいところ(5月)

個性を伸ばし自ら学ぶ力を育てる選択数学の実践とその考察

1./1<:X)0,ノ整数

氏名/単元名

2.武(X)0/正の数・負の数

3.豊000メF面図形

4.庄(XX),ム手面図形

5.勝(^0/空間図形

6.野000/連立方程式

関数

フ.井000/不等式

自分の得意な面

Ξ1算、(テニス)

現在の自分の姿

8.宮(XX)刀叉形の調ぺ方

へ理屈をつける

9.伊(X)0,η図形と合同

(歴史)

区彫力鵯意なこと

調べること

自分の不足しているもの

10.プCO0,4図形と梱以

三十算の正確さ

Ⅱ.原(XX)/資茅1の整理

二十算面

資料で調べる面

12.檎X)0,<戸方根

粘り強さ

13.田(X)0^

わかるまで考える力

(技術の電子工作)

14.奥0()0/円の性質

あまり得意ではない力籾

形力努きである。

(理科の天体)

ル麺を速く解く力

15.杉卜000/円の性質

三十算力

選択数学によって

伸ぱしたいところ

数学の力

16.畠000/三平方の定理

応用

図形面

ひらめき

粘り強さ、何回も同じことを

すること

17.金(X)0/確率と標本調査

(サッカー)

粘り強さ

式の言頃など力町尋意

(スポーツ、のり)

考える力

思考力

ズバリヨ頃力

しいて言えは図形

思考力

努力

ひらめく。とにかく思考力が

かたいのを直す

数学の言慎

努力

ものごとを筋道を考えな

がら追求する

説明をすること

数学は得意ではないので全体

的に伸は'し九い

じっくり考えること

ものごとを追求する力

自分で解く力

言慎力、応用力、思考の力

こつこつとすること

思劾功寸こいひ、を見る目)

粘り強さ

説明をすること

根気

よくあきらめずに考えるとこ

と
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氏名/単元名

1.ノ」CO0/整数

2.武000/正の数・負の数

現在の自分の姿と選択数学によって伸は'しナこところ(2月)

3.豊000/平面図形

4.庄(X)0/平面図形

西

5.勝0(X)/空間1甜3

田

やるときにはやってのけ

る

自分の得意な面

現在の自分の姿

資料を集めること

へ理屈をつけること

転じて深く考えること

6.野000/連立方程弍

修

やろうと思えぱとことん

やる

自分の不足しているもの

フ.井(X)0/不等式

最初から最後まで、やる

気を持結、すること

歴史と空問図形

(バスケット)

8.宮000/図形の調べ方

行動力

気の長いこと

こまめなこと

理解歐み込み)の早い

こと

9.伊(χ)0/図形と合伺

集中力

10.ブC(X),n図形と相似

やろうと思わなけ松まし

ない

11.原(X:X)/資料4整理

選択数学によって

伸ばしナこところ

Ξ1算など

楽しい考え

数学に文すする関心

12.杉}000/平方根

柔軟な思考力

数学に関する興味

(何力功をイ乍る・工作)

積極的にものをすること、

オリジナ 1jティー老セカゞあ

ること、落ち着くこと

文章に表すこと

やり九いことを見つける

こと

13.田(X)0/B瞰

考える力

想像力

図形などのひらめき

思考力

資料をきっちり集めることと、

分類することと根性力ゞついナこ

こと

特になし

14.奧000/円の性質

バビロン王朝時代の粘土

版にならだれにも負けな

い

15.杉ミ(X》0/円の性質

あまりない

16.冨000/三平方の定理

続けること

偶1悟己の通り)

好きなことには結構集中

する

17.金0(X)/^と標本調査

努力

努力すること

調べる力

資料を見る目

偶1」記〕

あまり深く考えようとし

ない

諸昇力

調子のよさ

図形の分野のことが大分伸び

九

.落ち着くことが大分良くなってきナこと思っている

.人前で発表することも大分慣れてきた

.ものをまとめる力がついナこと思っている

・協調性がよくなったこと

.数学についてかなり専門的な分野を調べナこので、
をやってぃけるんじゃないかと思え九こと

図形

今ある矢慮を知ろうとす

る長詩ち力導く、今のレ

ベノレカ.ら自分で引き上げ

ようとするのに消極的

独倉1腔を取り入れナこり粘

り強い面

根性

物事を調べること

考えること

まじめに受けること

どんな難しいことがあっても、

わかるまで考え抜こうとする

根性がつい九

忍耐力

字がきたない

言十算

少々難しいことでも1順番に追

つていって理解すること。ま

たそれを言葉で諦月すること

思考力をもっと柔軟にし

たい

覚えること

グラフに親しむこと

文章構成力

粘り強さ

瑠冷

分析力などや発想、の展開

考えること

高校.大学分野が少し分かり、これから数学
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次に〔資料21〕に、現在の自分の姿と、選択数学によって伸は'した(伸ばしナこい)ところにっいて、

事前(5月)と事後(2月)の2回調査し九結果を並記してみナこ。この2つの結果を並べて見ると、

「ノレーツをさぐる体験 1 の生々しさ力g云わってくる。

具体的には、自分の姿では「得意な面」でも「不足しているもの」でも、 2月の時点では、鋭く

厳しく見ていることがわかる。道徳ではないが、自己をみっめる力がっいてきている。まナこ、「数

学のルーツをさぐる体験」を通して培われた力・培われようとしナこ力にっいて如実に表現されてい
る。

また、選択数学によって伸ばしたところでは、(牙嘱己)のところで挙がっている生徒に代表され

るように、自信につながってきている。数学に対する興味・関心、調べる力、分析力、まとめる力、

発表する力と、一人一人により挙がっている点は異なるが、確かに自信に裏打ちされた力がっいて

きていると判断できる。しかしながら、何といっても注目すべき点は"根性"がっいナこと書いてぃ

る生徒が多いことである。これは〔資料18〕の考察にも述べたように、この学習が根気力を伴うも

のであったと判断できる。

個性を伸ばし自ら学'功を育てる選択数学の実践とその考察

Ⅸまとめと今後への課題

刈実際の取り組みとその考察、並びにⅦ調査結果及び考察で述べてきたように、今回の実践研究で

のねらいである「個性の伸長や学ぶ力の育成」は、情意面での変容を多面的に調査し考察し九結果、

一応の成果を挙げたと判断してよいであろう。

しかし、Ⅶで述べたように、倉班告する力や、発展的に物事を考えようとする態度、あるいは試行錯誤

を繰り返しながら一定の規則性なり、法則を見つけ出す態度は、調査的な学習が主体であっ九九めか、

情意面での変容はあまり見られなかった。

ただ、これは、予想していた通りであり、いわゆる「数学的なよさ」を意図的に体験できる場を設

定にできにくい題材の取り挙げ方だったナこめで、いたしかたないと思われる。ただ、この題材は前年

度の反省をも踏まえて取り挙げたのであり、この実践の中からでも、自ら課題みっけ、数学的な良さ

を感じてくれたり、いろいろな力を身にっけた生徒が多かった(資料22参照)ことは評価したい。し

かし、この点において、題材の取り挙げ方という点からもう少し改善・梅寸していく必優があると考

える。今後への課題である。

ところで、選択教科の実施及びⅡ月2日の選択数学の授業公開は県内で初めてであっ九。全国の附

属学校の一部でこれとは違った内容(例えぱ折り紙や測量、その他)で実践されてぃるが、調べた限

りにおいては、年問を通し九本校のような取り組みはなかった。本校の実践はまだ緒にっいナこは'かり

であるが、これからの選択数学のあり方の検討の一助となれば幸いである。まナこ、完成した著書が本

校の後輩に受け継がれ、より深く充実した選択数学に進展させ九いと考えている。

なお、終わりにあナこり、啓林館の杉本様には大変お世話になった。紙面を借りて厚く側L申し上げ

る次第である。
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〔資料22〕

1.小000/整数

氏名/単元名

2.武000/正の数・負の数

3.豊000/平面図形

西

4.庄000/平面図形

選択数学を終えての感想

5.勝000/空間図形

田

6.野000/連立方程式

◇調査の段階で、何から手をつけてよいのかわからず、困っ九こと

が印象的だ。

フ.井000/不等式

◇とても楽しくできナこ。大人力ゞやってることみ九いなので楽しくできナこ。
内容も今までになく痢鮮だっナこ。コンピュータd墫入で楽しくできナこ。

修

◇説明会の時には、このような大変なことをするとは思っていなか

つナこ。でも、最終的にはすばらしいものができてよかっナこ。

8.宮000/図形の調ぺ方

9.伊000/1図形と合同

◇幾何学の奧深さがよくわかうた。

◇とても楽しくとりくめてよかっナこと思、います。

10.大000/1叉形と相似

◇(P72資料21別記の通り)

Ⅱ.原000/資1料の整理

◇まず、図書館での資料収集はとても楽しかっ九。みんなと協力し
てできたり、教えあっ九りし九からだ。教室での授業でもみんな
と協力しあえてよかっ九。この授業を通してたくさんの人達に教
えてもらったり、先生からもたくさんの助言や励ましの言葉をい
ナこだき、一生のいい思、い出になりましナこ。

12.松000/平方根

◇ 1年問だっナこけど、いい思、い出ができナこ。

◇この選択数学を通して学ん光てとは、ーつのことを目的に資米斗を集め
九りする力です。これは将来とても役に立つことだと思います。

13.田000/関数

14.奧000/円の性質

◇数学のルーツがわかって面白かっ九。

◇とてもいろいろなタイプの授業を受けることができ九ので、良か

つナこと思う。

15.松000/円の性質

16.冨000/三平方の定理

◇やっと終わっナこという感じです。でも、ものずごい収穫があっナこ
ような気がします。はじめは何となくやっていたのが、今では楽
しくてしょうがありません。本当に選択数学を選んでよかったと
思います。

17金000/確率と標本調査

◇(P72資料21、身につけナこ力の通り)
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◇ワープロ打ちはとても苦しかっナこ。それでも得られ九ものは大き

かっ九と思う。

◇けっこうおもしろかっナこ。

◇1年問精ーチ不やった。特に発表会がいい企画であり、刺激になっ

ナこのだと感じられる。

◇確率の分野はとても楽しく研究できたので、選んで正解だっ九と

,思、う。
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